
◆⻭ブラシだけでは不⼗分

⻭と⻭の間には⻭ブラシだけでは落としきれない⻭垢（プラーク）が残っており、むし⻭・⻭周病を引き起

こす原因となります。効果的なむし⻭・⻭周病予防のために、⻭ブラシに加えて⻭間ブラシやデンタルフロスも

⽤いた⻭みがき習慣を⾝につけましょう。
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◆⻭間ブラシの使い⽅◆

⻭間ブラシには細いものから太いものまで様々な

サイズがあります。⻭の根元の隙間の⼤きさに合っ

たものを使いましょう。サイズの確認は⻭科医院で

できます。

◆デンタルフロスの使い⽅◆

⻭と⻭の間にスライドさせながら、ゆっくりと動かし

ながら⼊れます。フロスを⻭にひっかけるようしにて

上下に数回動かし⻭の側⾯を清掃します。隣の

⻭の側⾯も同じようにします。

隙間にゆっくり⻭間ブラシを⼊れて、数回動かす。

使⽤後は流⽔で洗って、よく乾燥させましょう。

⼊れた時と逆になるようにゆっくり抜く。詰め物に引

っ掛かり、うまく抜けない時は、指からフロスを外し

て引きましょう。

◆⻭と⻭ぐきの境⽬を意識してみがきましょう

⻭周病予防のためには、⻭と⻭ぐきの境⽬の⻭垢をきれいに落とすことが

重要です。⻭ブラシを 45°に傾け、⻭ブラシの⽑先を⻭と⻭ぐきの境⽬に当て

ます。⼒を⼊れ過ぎず、軽い⼒で⼩刻みに⻭ブラシを動かしてみがきます。
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